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I. 教科と言語の関係（前置き）

• CLILにおける教科と言語の関係

• 言語を通して教科を学ぶ

• → 教科を学ぶために言語を学ぶ必然性



I. 教科と言語の関係（前置き）

教科教育に疑問

• 教科教員の誤った見解

MoI (Medium of Instruction)がa majority language(母語、
公用語）なら言語面で学習者を助けなくてよい

• 教科教員の誤った想定

学習者は教科に必要な言語をすでに習得している、

あるいは自分で習得するだろう

→シラバスやカリキュラムに言語習得が明

確に挙げられることはほとんど ない



I. 教科と言語の関係（前置き）

•教科教員が言語について持つ感情

言語を教えるのは言語教員の仕事であり

自分にはその資格はない

教科教員の立場で書いている



I. 教科と言語の関係（前置き）

• “In CLIL, subject teachers do not have the luxury to 
disregard language.”

• L2で教科を学ぶということ

• →新しい教科を学ぶと同時に言語も学ぶ

• →言語を学ばずして教科は学べない



I.教科と言語の関係（前置き）

• L2での科目教育で必要なスキル

• CALP （認知学術言語能力）

＝Cognitive Academic Language Proficiency

学術分野で使う、聞く・読む・話す・書く力

（思考のための言語スキルを含む）

• BICS （基本的対人コミュニケーション技能）

＝Basic Interpersonal Communicative Skills

日常生活で使う、聞く・読む・話す・書くスキル



II. CLILにおける言語のカテゴリー

例

• Grammar 

• Vocabulary

• Discourse markers  談話標識（文と文との論理
的関係を示す言葉やフレーズ）

• Thinking skills/language functions 思考力

• Language skills



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Grammar

• その教科で頻出の文の構造

• 教員が使って、たくさん触れさせる

• 学生が自分で使えるようにする

•例 Geography → X causes y

• （因果関係を表す文）



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Grammar

•例 X causes y to be～ed

• X caused y to + infinitive

• X causes a (noun phrase) (of y)

• X happens because of y

• X happens owing to y

•豊富な語用（collocation) を提供



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Vocabulary

•三つの層

１．Subject specific 

＝教科に特有の言語

２．General academic

＝一般的に広く使われている学術言語

３．Peripheral language

＝話しことばなどの周辺言語



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Discourse markers  

•談話標識（文と文との論理的関係を示す言葉や
フレーズ)

• first 

• then

• after

• finally



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Thinking skills/language functions

•思考力と言語の機能

•例 give examples

compare

• prioritize

•カリキュラムのガイドラインを見ればわかる



II. CLILにおける言語のカテゴリー

• Language skills

• Processing skills  読む 見る 聞く

• Productive skills  話す 書く



II. CLILにおける言語のカテゴリー

•ポイント

•教員が言語の側面を理解

•幅広いレパートリーを構築する

•どの言語を使うか （学習者に合わせて）

•教科に代表的な言語は何か

•自分の今使える教材は何か

•学生が直面する壁は何か



III. CLILの言語教育七原則（1/7）

Principle 1

• ‘Mediate’ language between the learner and new 
subject knowledge.

言語の橋渡しせよ

学習者 教科内容



III. CLILの言語教育七原則（1/7）

•例）数学

１）日常でも数学でも使うことば

shape  size

２）数学独特のことば（専門用語）

hypotenuse （直角三角形の斜辺）

３）日常と数学とで異なる意味をもつことば

odd （奇数） value（値）



III. CLILの言語教育七原則（1/7）

•専門用語 visibleだが・・・

•専門ではない用語 not visible

• →どちらも同じくらいchallenging 

•よって、わかりやすく表示されるべき

•教科教員（CLIL)

•文法家である必要はない

•言語に対する細やかな意識は必要



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

Principe 2

Develop subject language awareness.

教科のことばの層を認識せよ

Three layers of language in classroom discourse

CALP

BICS

Subject-specific language

General academic language

Peripheral language



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• CALP: Cognitive Academic Language Proficiency

• ＝認知学術言語能力

• BICS：Basic Interpersonal Communication Skills

• ＝基本的対人コミュニケーション技能



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Subject specific language

•特徴：「見える」visible

• Concept maps の活用

• → Generic concept maps

• 教材開発者や出版社の努力要

• → Personal concept maps

• ことばを記憶する助けになるもの

• （音、色、絵などなんでも使用可）

•



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Layer 1: Subject specific language 

• Generic concept maps

• すべてのユニットに一つのマップ

• 動詞句なども含んだもの

穴あきマップなどのタスクも

あとでpersonalize またはeditできるもの

“Getting learners to use mind mapping software…”  



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Layer 2: General academic language

•特徴：「見えない」invisible 

• →可視化する必要性

• 教科固有ではない

• →どの教科でも使える

• 思考のスキル“thinking skills”と深く関連

• →テキスト、カリキュラムで明確

• に記載する必要性



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Layer 2: General academic language

• Language for thinking skills

•マレーシア文科省のカリキュラム

Scientific skills Thinking skills

Science process skills
科学の実験などに必要な思
考を表すことば

Critical thinking skills
批判的な思考を表すことば

Manipulative skills
器具の使い方、物質の扱い
方などに必要な思考を表す
ことば

Creative thinking skills
創造的な思考を表すことば



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Layer 2: General academic language

• Language for thinking skills

•マレーシアのカリキュラムでは不十分

•実際に使うことばもリストにして明示せよ

•教員はリストをベースに必要なことばを取り出
せばよい (Table 4.10)

•カリキュラムデザインへの提言



III. CLILの言語教育七原則（2/7）

• Layer 3: Peripheral language

•教員の指示ことば

•クラス内での話しことば

•学習者のレベルに合わせる

•見える化する teacher languageをリストに



III. CLILの言語教育七原則（3/7）

Principle 3

• Plan with language in mind.

•ことばを念頭においてプランを建てよ

インプットに使うことばは？

アウトプットに使うことばは？

予測して、準備しておく



III. CLILの言語教育七原則（3/7）

• Plan with language in mind

•例）Diet and disease

•インプット：Read-and-sort activity

• 読んだ情報を表に分類して入れる

•アウトプット：与えられた表現を使って説明

•まずは小グループで話し合い、次にクラス全体
でフィードバック



III. CLILの言語教育七原則（4/7）

Principle 4

• Carry out a curriculum language audit.

•カリキュラム内の「ことば」のゴールが明確か
確認せよ（カリキュラム内ことばの一括チェッ
ク）

• “Redesigning key aspects of curriculum 
documentation”

•ユニットごとにことばを明示する必要性

• →どんなことばを扱うのか

• →学習者のことばのゴールはどこにあるか

• 明示すればアセスメントも容易に



III. CLILの言語教育七原則（4/7）

•この役割を担うのは日々忙しい教員ではない

•カリキュラム作成者と出版社が

• unit language maps をCLIL のテキストに入れる

•教員はユニットごとにlanguage usageを振り返
り、確認

•互いに協力してCurriculum language audit を実行

•教員、学校、国、世界レベルで情報を交換



III. CLILの言語教育七原則（4/7）

• audit (このチェック機能)の効果

• Integrated curriculum 包括的カリキュラムの実
現

•校内で誰が、どのことばを、いつ、どんなコン
テキストで扱ったか、確認できるシステム

•情報交換が不可欠 L1にはないCLIL成功のカギ

•実現までには多くの困難があるだろう



III. CLILの言語教育七原則（5/7）

• Principle 5

• Make general academic language explicit

•学習言語は明確に提示せよ

•ことばを活性化させる5つのステップ

•ステップ１

• 内容のある文章を選ぶ

•ステップ２

• キーコンセプトを明確にする



III. CLILの言語教育七原則（5/7）

•ステップ３

• 学習言語を探す

• ＝文章の中の思考を表すことばを探す

• 定義 説明 例の列挙などの表現を抜粋

•ステップ４

• 学習者が自分で運用してみる

• （定義、説明、列挙してみる）

• 例）読解問題に答える

• ＝学習言語の表現を使ってみるということ



III. CLILの言語教育七原則（5/7）

•ステップ５

•学習言語を使ってアクティビティをする

例）サマリーの穴埋めなどで表現を学習者
に

使わせる（活性化）

内容にかかわる学習言語は学習者に

explicit visible accessible なものにする
（明示的）（可視）（すぐに使える）



III. CLILの言語教育七原則（6/7）

• Principle 6

• Create initial talk time

•学ぶ前に、学習者が考え、話し合う機会をつく
る

•学習者の既知の情報は何か？

•それを表現するのに持ち合わせていることば
は？

•これから学ぶことばと出会わせる



III. CLILの言語教育七原則（6/7）

• Initial talk で最適なことばは？

• BICS: 校内のあちこちで使われる日常のことば

•

• CALP: 学びで使うことば、テストで使うことば

• 明確に教わる必要あり

• →学習者を日常のことばに触れさせつつ、学習言
語を使えるスキルを伸ばしていく



III. CLILの言語教育七原則（6/7）

• Initial talk で最適なことばは？

•身近なところ（context embedded)からスタート

•図表などで視覚に訴える

•実験などで触感に訴える

• →context embedded

•選ぶ 並べ替え 振り分け

• →cognitively undemanding



III. CLILの言語教育七原則（6/7）

• Initial talk で最適なことばは？

•予測する

• →cognitively demanding

•日常使う言語と かい離があるもの

• →context reduced

• BICS > CALP からスタート



III. CLILの言語教育七原則（7/7）

• Principle 7

• Sequence activities from ‘private’ through to 
‘public’

•アクティビティは、個々の話しことばから、一
般的なことばを使うものへ



III. CLILの言語教育七原則（7/7）

• Mercer(1995)

•探求型の話し合い（Exploratory Talk）

•共感型の話し合い（Cumulative Talk）

•論争型の話し合い（Disputational Talk）

•学習者に内容を探求させる

•内容を理解するための話し合い

•学習言語を使う前に、自分のことばで理解



III. CLILの言語教育七原則（7/7）

•「話す」から「書く」へ

• Gibbons (2002)’s sequence

• 1) 学習者がグループで話す

• →自分のことばで情報交換

• 2) 教員がクラス全体にレクチャーする

• →科目共通の表現（モデル）を学ぶ

• →同時に学習者のことばも取り入れる

• 3) それぞれ最初に話したことをレポートに書く

• →より多くの教科共通の表現を使って



III. CLILの言語教育七原則（7/7）

• Lee (2006)

•個々の話しことば VS 一般的なことば

• (personal)                              (public)

•数学の例

• ‘You times the length by the width and you get the 
area.’

• ‘The area of a rectangle is equal to the length 
multiplied by the width.’

•話すことで、もう一度自分の言葉で再生できる

•わからない情報を確認できる



III. CLILの言語教育七原則（7/7）

• Linares et al. (2012)

• CALPが占める割合が多くなると

• Learners risk losing opportunities to talk about 
their own perspectives on what they are learning

•特に学習者がnon-nativeの時によく起こる問題

• Informal に話す機会を与える



IV. まとめ

― ことばの３つの層

― 思考とことばの結びつき

― BICSから CALP へ

― CLIL教員のすべきこと ７つの原則



ライティングテキストの目次



Subject specific language
教科（トピック）に特有の言語は「見える」



「見える」から、穴埋めもしやすい



穴埋めをしながら何回も文章に触れさせる



でも、定着には時間がかかる（初級）



General academic languageを「見える化」

consist of
con（共に）+ sist（立つ）

＝成り立つ、構成される
（linguistic)

50



Translate this.

51



Translate this.

52



In groups, make a wise statement 
using “consist of”.

53



学生のポスター例

54



Present your findings. Use these expressions:

- In both A and B, the population is ..
- In both A and B, there is ..
- .. in A is (.. times) bigger/ smaller/ lower/ 

higher/ thinner/ thicker than that in B.
- In A, animals such as .. live. However, in B, ..
-

55



平和への提言 記した表現を拾う



国連の決議案をどう思うか記した表現
predicting and interpreting

• □ The resolution might affect the prospect/ possibility/ 

expectation for ~

• □ The change allows Palestinians to ~

• □ The change will improve ~

• □ There is a chance to ~

• □ The problem for the Israelis is that ~

• □ There is a wide international acceptance that ~

• □ It is controversial / unclear whether ~

• □ This indicated that ~

• □ This was broadly seen as a step forward to ~



学生が表現を使った例



思考を表す表現を「見える化」




